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第３次鳥取市男女共同参画かがやきプラン
問い合わせ先 本庁舎人権推進課  0857-20-3143  0857-20-3052

第
３
次
プ
ラ
ン
と
は
？

　
平
成
26
年
度
に
実
施
し
た「
鳥
取
市

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
調
査
」

の
結
果
に
よ
る
と
、
依
然
、
お
よ
そ
２

人
に
１
人
は
性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割

分
担
意
識
（
※
）
が
払ふ

っ
し
ょ
く拭
し
き
れ
て
い

な
い
現
状
や
、
職
場
や
地
域
社
会
に
お

け
る
進
ま
な
い
男
女
共
同
参
画
の
現
状

な
ど
、
課
題
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
家

族
形
態
の
変
化
、
就
労
形
態
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
状
況

の
変
化
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を

踏
ま
え
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
一
層
推
進
す
る
た

め
に
、
平
成
23
年
に
策

定
し
た
前
プ
ラ
ン
を
改

訂
し
、「
第
３
次
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

　
防
災
体
制
の
整
備
や
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
、
子
ど
も
、
外
国
人
な
ど
、
す

べ
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と
を
新
た
に

加
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
成
28
年
に
施
行
さ
れ
た「
女

性
活
躍
推
進
法
」を
勘
案
し
、
プ
ラ
ン

の
一
部
と
し
て
、下
記
基
本
目
標
の
２
、

３
、５
を
同
法
が
求
め
る「
市
町
村
推
進

計
画
」
と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
の
推
進
の
た
め
に

　
こ
の
プ
ラ
ン
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
は
、
企
業
や
団
体
、
家
庭
、
地
域
、

学
校
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
み
な
さ

ん
と
力
を
あ
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
推
進
と
実
現
に
向
け
て
、

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
本
市
は
、
す
べ
て
の
人
が
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
第
３
次
「
鳥
取
市
男
女
共
同
参
画
か
が
や
き
プ
ラ
ン
」（
以
下
「
プ

ラ
ン
」）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

計
画
に
掲
げ
る
３
つ
の
重
点
項
目

◎
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
た
意
識
改
革

◎
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
女
性
の
活

躍
推
進

◎
生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
安
全
・

安
心
の
確
保

プランの基本目標

基本目標１　男女の人権の尊重
−男女の平等社会の実現−

　あらゆる機会を通し、男女平等意識の啓発に取り組むため、学校
教育だけによるのではなく、幼少期からの家庭教育、地域・職場で
の意識啓発により各世代にわたって固定的役割分担意識の見直しを
図り、人権尊重を基盤とした男女平等意識の確立をめざします。

基本目標２　政策・方針決定段階における男女共同参画
−男女共同による政策・方針の決定−

　さまざまな分野における政策・方針決定過程において、男女が
対等な構成員となるために女性の参画機会の確保をめざします。

基本目標３　労働環境における男女共同参画
−いきいきとした職場づくり−

　男女が公正な評価のもとに、意欲と能力に応じた均等な機会
と待遇が与えられる労働環境の整備を促進するとともに、「仕事
と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）」の実現をめざします。

基本目標４　地域社会における男女共同参画
−明るく心豊かな地域づくり−

　地域や団体・企業・行政などが協働しあいながら、活力があり
住民すべてが支えあう明るく心豊かな地域づくりをめざします。

基本目標５　家庭生活と他の活動との両立
−男女の家庭参画と他の活動との両立−

　家庭生活において、家族による共同参画を進めるとともに、
他の多様な活動との両立を支援する環境の整備をめざします。

基本目標６　女性に対するあらゆる暴力の根絶
−暴力のない社会づくり−

　男女が互いの人権を尊重する社会の実現に向けて、男
女間のあらゆる暴力の根絶をめざします。

（※）性別による固定的役割分担意識
　｢男は仕事、女は家庭」あるいは「男は外、女は
内」など、男女の役割を固定的にとらえる考え方
や意識のこと。
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第３次

「家庭の日」作文コンクール 入賞者の紹介
問  第二庁舎生涯学習・スポーツ課  0857-20-3362 0857-20-3364
　青少年育成鳥取市民会議では、青少年の健全育成には「家庭」の役割が重要であるという考えから、
毎月第3日曜日を「家庭の日」と定め、その啓発に努めています。その一環として、昭和57年から毎年、
小中学生を対象に家庭に関する作文コンクールを行っています。平成28年度は、212点の応募が
ありました。この中から選ばれた入賞者を紹介します（敬称略）。なお、最優秀賞作品は、3月号で
紹介します。

賞 題名 学校名 学年 氏名

最優秀（共通） とめえさんから広がるきずな 美保南小学校 5年 下
し も だ

田　愛
あ い り

李

優 秀

小学校
下学年

お父さんのだっこ 湖南学園小学校 2年 山
や ま ね

根　暖
は る き

生
わたしの家ぞく 世紀小学校 2年 稲

いなむら

村　璃
り お ん

音
ひなのたん生を通して 若葉台小学校 3年 西

に し だ

田　聖
ま さ と

翔

小学校
上学年

みんな、ありがとう 美和小学校 5年 柳
やなぎた

田　弥
み ず き

寿季
十一分の父の背中 鳥取大学附属小学校 6年 江

え た に

谷　美
み さ き

咲
教えてくれた宝物 若葉台小学校 6年 内

う ち だ

田　名
な お

音

中学校

人生の大先輩 東中学校 1年 馬
う ま や は ら

屋原　光
こ う た ろ う

大郎
雨の日の自転車通学 河原中学校 2年 蓮

れんぶつ

佛　真
ま み

望
親への感謝 中ノ郷中学校 3年 勝

か つ た

田　健
け ん と

斗

佳 作

小学校
下学年

わたしのたからもの 福部未来学園小学校 1年 田
た な か

中　美
み な き

渚
きゅうりのつけもの 世紀小学校 2年 岡

おかがき

垣　芽
め い ほ

歩
お父さんと行ったぼんまいり 青谷小学校 3年 佐

さ さ き

々木　怜
れい

ぼくの大家族 浜坂小学校 3年 田
た な か

中　会
かいしん

心
弟が歩いた 国府東小学校 3年 中

なかむら

村　心
こ の か

花

小学校
上学年

週末はマラソンの日 湖南学園小学校 4年 田
た む ら

村　綾
あ や り

梨
家族とたまご焼き 稲葉山小学校 5年 門

かどわき

脇　万
ま り

莉
家族への想い 修立小学校 5年 山

や ま お

尾　春
は る ほ

帆
私のお父さん 用瀬小学校 5年 小

こばやし

林　稟
り の

乃
お母さんに感謝 稲葉山小学校 6年 小

こばやし

林　奈
な お

央

中学校

私の家族 南中学校 1年 江
え と う

頭　梓
し の

乃
ありがとうお母さん 江山中学校 1年 小

こ や ま

山　香
か お り

織
母にはかなわない 桜ケ丘中学校 2年 細

ほそすな

砂　愛
あ い こ

子
祖父のがんばり 桜ケ丘中学校 2年 高

たかはし

橋　司
つかさ

感謝の気持ち 福部未来学園中学校 3年 田
た な か

中　伶
れい

大事にしている言葉 中ノ郷中学校 3年 高
たかむら

村　菜
な な み

々美
私と妹 湖東中学校 3年 榎

えのき

　琴
こ と ね

音


